
Ｈ Ｆ 帯 ポ ー タ ブ ル ・ タ イ プ
Ｖ 型 ダ イ ポ ー ル ・ ア ン テ ナ

《 》RD-S106
( 7MHz) (10MHz) (14MHz)RDC-S400 RDC-S300 RDC-S200
(18MHz) (21MHz) (24MHz)RDC-S170 RDC-S150 RDC-S120

取 扱 説 明 書

こ の た び は ラ デ ィ ッ ク ス 製 品 を お 買 い 求 め い た だ き ま し て 誠 に あ り が と う ご ざ い ま す 。

ご 使 用 前 に 、 取 扱 説 明 書 を よ く お 読 み の 上 正 し く お 使 い 下 さ い 。

ま た 、 お 読 み に な ら れ た 後 は 、 大 切 に 保 存 し て 下 さ い ｡

【 特 長 】

ポ ー タ ブ ル 運 用 に 最 適 ！ 軽 量 で 収 納 サ イ ズ は 最 小 で 58㎝①

エ レ メ ン ト は 、 振 出 式 （ 一 部 差 込 式 ） で 蝶 ボ ル ト 付 き 。 も ち ろ ん 、 設 営 や 撤 収 に 工 具 等 は 必 要 あ り ま せ ん 。

収 納 寸 法 は 58 ㎝ ， 重 さ は 約 1.2㎏ （ 基 本 セ ッ ト と ベ ー ス コ イ ル １ 本 の 合 計 ） と 超 軽 量 コ ン パ ク ト 。

ボ ス ト ン バ ッ ク や リ ュ ッ ク に も 収 納 で き ま す 。

エ レ メ ン ト の 先 端 に ハ ッ ト エ レ メ ン ト を 採 用②

ハ ッ ト エ レ メ ン ト の 採 用 で 、 効 率 を 損 な わ ず に 、 狭 い 場 所 に 設 置 が で き ま す 。

エ レ メ ン ト 長 は 片 側 約 ２ m、 ハ ッ ト エ レ メ ン ト の 長 さ は 50㎝ × 2 で す 。

カ メ ラ の 三 脚 に も 取 付 可 能③

垂 直 マ ス ト や 手 す り 等 の 水 平 部 分 は も ち ろ ん 、 カ メ ラ の 三 脚 に も 直 接 取 付 ら れ ま す 。

安 全 に お 使 い い た だ く た め に

● エ レ メ ン ト が 周 囲 の 電 線 に 接 触 す る と 感 電 し た り 、 無 線 機 が 故 障 す る 恐 れ が あ り の す の で 、 電 線 の そ ば
に は 設 置 し な い で く だ さ い 。

● ア ン テ ナ を 組 み 立 て る 時 や 、 ベ ー ス コ イ ル の 交 換 や エ レ メ ン ト の 取 り 外 し 時 は 、 特 に 廻 り の 状 況 を よ く
見 て 、 周 囲 に 人 が い る 場 合 は 十 分 ご 注 意 く だ さ い 。

● 窓 際 や ベ ラ ン ダ 等 に 取 り 付 け る 場 合 、 作 業 は 片 方 ず つ 行 い 、 手 す り か ら 身 を の り だ さ な い よ う に 注 意 し
て く だ さ い 。 ま た 、 落 下 防 止 の た め ネ ジ 類 の ゆ る み が 無 い か ご 確 認 く だ さ い 。

● 移 動 用 に 収 納 製 と 軽 量 化 に 徹 し た 設 計 で す の で 、 設 置 場 所 に よ り 強 度 不 足 に な る 場 合 が あ り ま す の で 、
長 期 の 設 置 に は 向 き ま せ ん 。 や む 終 え ず 設 置 す る 際 は 、 事 故 の 無 い よ う に 十 分 ご 注 意 く だ さ い 。

● 風 の 強 い 日 や 雨 ・ 雪 の 日 、 ま た 夜 間 は 危 険 で す の で 絶 対 に 作 業 は し な い で く だ さ い 。

● 送 信 中 に エ レ メ ン ト や ベ ー ス コ イ ル に は 絶 対 に 触 れ な い で く だ さ い 。 や け ど の 原 因 と な り 大 変 危 険 で す 。

運 用 中 は 他 の 人 も 危 険 の 無 い よ う に 十 分 注 意 し て く だ さ い 。

● 周 波 数 に 合 っ た ベ ー ス コ イ ル を 使 用 し て く だ さ い 。 ま た 、 時 々 VSWRの 確 認 を し て 最 良 の 状 態 で 運 用 し て
く だ さ い 。 VSWRが 悪 化 し て い る 場 合 は 原 因 を 確 認 し 、 不 明 の 場 合 は 使 用 を 中 止 し て く だ さ い 。



パ ー ツ を 確 認 し ま し ょ う

［ 図 １ ］

番 号 部 品 名 数 量 番 号 部 品 名 数 量

① バ ラ ン 付 マ ウ ン ト セ ッ ト 1 ⑥ 平 ワ ッ シ ャ 4

② エ レ メ ン ト （ １ ） 2 ⑦ ス ブ リ ン グ ワ ッ シ ャ 4

③ エ レ メ ン ト （ ２ ） 2 ⑧ 蝶 ナ ッ ト (M6) 4

④ エ レ メ ン ト （ ３ ） 4 六 角 レ ン チ (1.5㎜ ) 1⑨

⑤ Ｕ － ボ ル ト 2

［ 図 ２ ］ ［ 図 ３ ］



組 立 方 法

（ １ ） バ ラ ン 付 マ ウ ン ト セ ッ ト の 取 付

を の よ う に い っ ぱ い （ 90 ゜ ） に 開 い て く だ さ い 。① バ ラ ン 付 マ ウ ン ト セ ッ ト ［ 図 ２ ］

(i) カ メ ラ の 三 脚 に 取 付 け る 場 合

マ ウ ン ト 板 の 中 央 下 部 に 取 付 用 の ネ ジ 穴 が あ り ま す の で そ こ に 取 付 け て く だ さ い 。 こ の 場 合 、

地 上 高 が 低 い で す の で 、 上 向 き に な る よ う に 雲 台 を 調 整 し て く だ さ い 。

地 面 に 対 し て 平 行 に 設 置 し ま す と （ 地 上 と の 距 離 が 近 す ぎ る た め ） SWR の 調 整 が で き な い 場 合

が あ り ま す 。 ま た 、 緩 む と 回 転 し て し ま う の で 、 ネ ジ は し っ か り 締 め て く だ さ い 。

(ii) マ ス ト の 先 端 や 、 手 す り 等 の 横 パ イ プ に 取 付 け る 場 合

の 要 領 で に 、 取 り 付 け た い 所 を 通 し 、 孔 に 合 わ せ て 挟 み 、［ 図 ３ ］ ⑤ Ｕ ボ ル ト ① バ ラ ン 付 マ ウ ン ト セ ッ ト の

と を 通 し て 、 を 手 で し っ か り 締 め ま す⑥ 平 ワ ッ シ ャ ⑦ ス プ リ ン グ ・ ワ ッ シ ャ ⑧ 蝶 ナ ッ ト (M6)

（ ２ ） エ レ メ ン ト の 組 付

の 要 領 で 、 を 伸 ば し て く だ さ い 。［ 図 ４ ］ ② エ レ メ ン ト （ １ ）

② エ レ メ ン ト （ １ ） 約 10㎝は ３ 段 伸 縮 で す 。 細 い 部 分 は い っ ぱ い に 伸 ば し ま す 。 中 段 は 、 図 の よ う に 下 か ら

の 所 に が あ り ま す の で 、 そ こ に 合 わ せ て 止 め て く だ さ い （ こ の 長 さ が 標 準 寸 法 に な り ま す ）目 印 の 孔 。

(i) 50MHz帯 の 場 合

② エ レ メ ン ト の み （ 他 の エ レ メ ン ト や ベ ー ス コ イ ル を 付 け な い ） 状 態 が 、 50MHz帯 に な り ま す 。

参 考 】 先 端 に 付 い た 蝶 ボ ル ト は 、 付 い た ま ま の 場 合 と 、 外 し た 場 合 で は fo が 変 わ り ま す 。【

ど ち ら で も 動 作 に 問 題 は あ り ま せ ん が 、 紛 失 防 止 の 為 、 付 け た ま ま に し て お く 事 を お 勧 め し ま す 。

(ii) 28MHz帯 の 場 合

の エ レ メ ン ト の 先 端 に 、 を 差 し 込 み 、 更 に ２ 本 を ね じ 込 み50MHz帯 ③ エ レ メ ン ト （ ２ ） ④ エ レ メ ン ト （ ３ ）

ま す 。 エ レ メ ン ト が 揺 れ て ネ ジ が 緩 む 場 合 も あ り ま す の で 、 長 時 間 設 置 す る 場 合 は 工 具 を 用 い て

締 め る 事 を お 勧 め し ま す 。

（ オ プ シ ョ ン の ベ ー ス コ イ ル 使 用 時 ）(iii) そ の 他 の 周 波 数 帯 の 場 合

の エ レ メ ン ト の ベ ー ス 部 に 、 オ プ シ ョ ン の ベ ー ス コ イ ル を 取 付 る 。28MHz帯



（ ３ ） エ レ メ ン ト の 取 付

左 記 で 組 み 立 て た エ レ メ ン ト を 、 に 取 付 け ま す 。① バ ラ ン 付 マ ウ ン ト セ ッ ト

（ オ プ シ ョ ン の ベ ー ス コ イ ル を 使 用 時 ）（ ４ ） マ ッ チ ン グ ケ ー ス の 取 付

の 要 領 で マ ッ チ ン グ ・ ケ ー ス を 取 付 け 、 付 属 の 蝶 ナ ッ ト で し っ か り 締 め る 。［ 図 ５ ］

【 注 意 】 マ ッ チ ン グ ・ ケ ー ス は 、 28/50MHz帯

の 運 用 に お い て は 必 要 あ り ま せ ん の で 、

RD-S106 に は 付 属 し て あ り ま せ ん 。

ま た 、 マ ッ チ ン グ ケ ー ス は 周 波 数 毎

に 違 い ま す の で 、 運 用 周 波 数 に あ っ た

も の を ご 使 用 く だ さ い 。

［ 図 ５ ］

（ ５ ） VSWR の 確 認

最 後 に 、 を 確 認 し て く だ さ い 。 が 高 い 場 合 は 、 を 参 照 の 上 、 調 整 し て く だ さ い 。VSWR SWR 調 整 方 法



調 整 方 法

◆ 準 備 ◆ ・ を ご 用 意 く だ さ い 。VSWR計

・ ア ン テ ナ ･チ ュ ナ ー や カ プ ラ ー を ご 使 用 の 方 は ス ル ー 状 態 に す る か 、 は ず し て 下 さ い 。

・ 同 軸 ケ ー ブ ル の 不 良 （ 断 線 ・ シ ョ ー ト ・ 接 触 不 良 等 ） が 無 い か 確 認 し て く だ さ い 。

◆ 注 意 ◆ ・ 調 整 時 の 電 力 は に し て く だ さ い 。50w以 下

（ １ ） ご 希 望 の 周 波 数 (F) の VSWRを 測 定 し ま す 。 VSWR が 1.5 以 下 で し た ら そ の ま ま ご 使 用 に な れ ま す 。

（ ２ ） VSWR 1.5 以 上 の 方 、 ま た は VSWR を よ り 良 く し た い 方 は 、 次 の 要 領 で エ レ メ ン ﾄを 伸 縮 し て 調 整 し ま す 。

＜ 調 整 要 領 ＞

① 標 準 寸 法 に て 一 番 VSWR が 良 い 周 波 数 (fo)を 探 し ま す 。 バ ン ド 内 数 ヶ 所 の VSWR を 測 定 し ま す 。

周 波 数 (fo)が 高 い 方 に 移 動② fo ＜ F（ foが ・ ・ ・ エ レ メ ン ト 長 を し ま す低 い 短 く） （ ※ ）

周 波 数 (fo)が 低 い 方 に 移 動③ fo ＞ F（ foが ・ ・ ・ エ レ メ ン ト 長 を し ま す高 い 長 く） （ ※ ）

（ 注 ） ス ラ イ ド 部 分 は 、 28MHz帯 と 50MHz帯 で 同 じ 部 分 で す 。 各 周 波 数 の 調 整 位 置 は 必 ず し も

同 じ に な り ま せ ん の で そ の 場 合 は マ ー カ ー ペ ン 等 で 印 を 付 け て ご 使 用 く だ さ い 。

エ レ メ ン ト 長 の ス ラ イ ド 時 に お け る 周 波 数 の 変 化 の 割 合 ］［

ベ ー ス コ イ ル （ 無 し ）RDC-S400 RDC-S300 RDC-S200 RDC-S170 RDC-S150 RDC-S120

7MHz 10MHz 14MHz 18MHz 21MHz 24MHz 28MHz 50MHz周 波 数 帯

KHz／ 1㎝ 10KHz 13KHz 22KHz 40KHz 60KHz 70KHz 120KHz 300KHz

※ ベ ー ス コ イ ル は 別 売 で す 。 RD-S106 に は 付 属 し て お り ま せ ん 。

（ ３ ） が 1.5 以 下 に 下 が ら な い 場 合 は 、 ア ン テ ナ の 向 き を 変 え て み る か 、 設 置 場 所 を 変 え て 再 度 （ ２ ）VSWR

の 要 領 で 調 整 を 行 っ て く だ さ い 。

取 付 場 所 の 影 響 で 、 エ レ メ ン ト 長 さ を 左 右 非 対 称 （ 例 え ば 右 だ け 数 ㎝ 短 く す る ） に し た 方 が SWRを 低 く

で き る 場 合 も あ り ま す 。 低 く す る 事 が で き ま し た ら 、 そ の エ レ メ ン ト 長 で ご 使 用 く だ さ い 。

（ ４ ） ア ン テ ナ チ ュ ナ ー は 、 VSWR が 1.5 以 化 に に り ま し た ら 、 ON に し て ご 使 用 く だ さ い 。

★ ☆ ★★ ☆ ★ VSWR 1.5 以 下 に な ら な い 方 へ

チ ュ ナ ー や カ プ ラ ー は ス ル ー に す る か は ず し て あ り ま す か 。 同 軸 ケ ー ブ ル は チ ェ ッ ク

し ま し た か 。 見 た 目 は 異 常 が 見 つ か ら な く て も 、 古 い 同 軸 ケ ー ブ ル は 結 構 痛 ん で い る も

の で す 。 わ か ら な い 事 が ご ざ い ま し た ら 、 当 社 ま で お 気 軽 に ご 連 絡 く だ さ い 。

【 ち ょ っ と 一 言 】

バ ラ ン は ト リ フ ァ ィ ラ 巻 き を 採 用 し て ま す の で 、 各 端 子 間 は 全 て 導 通

が あ り ま す 。 ケ ー ブ ル の 導 通 チ ェ ッ ク の 時 な ど は ご 注 意 く だ さ い 。



設 置 上 の 諸 注 意

ア ン テ ナ は 、 設 置 場 所 や 設 置 方 法 に よ っ て 性 能 や VSWRに 影 響 が あ り ま す 。 次 の 事 項 に 注 意 し て 設 置 し て く だ さ い 。

（ １ ） 周 囲 の 金 属 製 の 物 （ 手 す り ・ 他 の ア ン テ ナ 等 ） か ら は 、 で き る 限 り 遠 く に 設 置 し て く だ さ い 。

ま た 、 左 右 の エ レ メ ン ト が そ れ ら と 平 行 に な ら な い よ う に 設 置 し て く だ さ い 。

（ ２ ） カ メ ラ の 三 脚 や 屋 根 の 上 の マ ス ト に 取 り 付 け て 使 用 す る 場 合 は 地 上 （ 屋 根 ） よ り 約 １ ｍ 以 上 に 設 置 し て く だ さ い 。

あ ま り 低 い と VSWRの 調 整 が で き な い 場 合 が あ り ま す 。

（ ３ ） 事 故 防 止 の た め 、 ネ ジ 類 は し っ か り 締 め 、 使 用 し な い 時 は エ レ メ ン ト を は ず し て お く 事 を お 勧 め し ま す 。

（ ４ ） 垂 直 マ ス ト の 途 中 に 取 付 る 場 合 は 、 別 途 マ ウ ン ト ブ ラ ケ ッ ト （ 別 売 ） を ご 使 用 く だ さ い 。

（ ５ ） 長 期 間 使 用 す る と 、 の 先 端 部 分 が 緩 む 場 合 が あ り ま す 。③ エ レ メ ン ト (2)

ガ タ つ く 場 合 は 、 添 付 の レ ン チ を 用 い て 下 図 の 部 分 に あ る ネ ジ を 増 し 締 め

し て く だ さ い 。 緩 ん だ ま ま で す と 、 接 触 不 良 の 原 因 に な り ま す 。

【 】 、 （ ） 。注 意 右 図 に お け る ネ ジ は M3× 3㎜ の セ ッ ト ス ク リ ュ ー い も ネ ジ で す

出 荷 時 は ネ ジ ロ ッ ク 材 が 塗 布 さ れ て お り ま す 。
［ ③ エ レ メ ン ト (2) 断 面 図 ］

定 格

RD-S106基 本 セ ッ ト

RDC-S400 RDC-S300 RDC-S200 RDC-S170 RDC-S150 RDC-S120ベ ー ス コ イ ル
（ ※ １ ）

周 波 数 帯 7 MHz 10 MHz 14 MHz 18 MHz 21 MHz 24 MHz 28 MHz 50 MHz

型 式 短 縮 型 1／ 2λ ダ イ ポ ー ル 1／ 2λ ダ イ ポ ー ル

イ ン ピ ー ダ ン ス ５ ０ Ω

Ｖ Ｓ Ｗ Ｒ １ ． ５ 以 下 （ fo:中 心 周 波 数 に お い て ）

バ ン ド 幅 15KHz 35KHz 70KHz 150KHz 300KHz 650KHz 1 MHz 2 MHz
（ ※ ２ ）

最 大 入 力 100w (SSB/CW) ／ 50w (連 続 ) 300w (ｵｰﾙﾓｰﾄﾞ)
（ ※ ３ ）

コ ネ ク タ ー Ｍ － Ｊ

全 長 エ レ メ ン ト 長 :片 側 約 2,000㎜ ／ ハ ッ ト ・ エ レ メ ン ト 500㎜ × 2

収 納 寸 法 580 ㎜

重 量 約 1.2 ㎏ （ ベ ー ス コ イ ル を 含 む 980 g）

受 風 面 積 0.05 ㎡

耐 風 速 瞬 間 最 大 風 速 30 m/sec.

適 合 マ ス ト φ 25㎜ ～ φ 60㎜ ／ □ 25㎜ ～ □ 45㎜ ／ カ メ ラ 用 三 脚 (1/4")

(※ 1) 各 周 波 数 の ベ ー ス コ イ ル は オ プ シ ョ ン で RD-S106 に は 付 属 し て お り ま せ ん 。

(※ 2) バ ン ド 幅 と は VSWRが お お む ね 1.5以 下 の 帯 域 で す 。 (但 し 、 設 置 状 況 に よ り 測 定 値 よ り 狭 く な る 場 合 が あ り ま す ）

(※ 3) 連 続 と は 5分 以 下 の キ ャ リ ア 等 の 連 続 送 信 で RTTY等 も 含 ま れ ま す 。

● ア マ チ ュ ア 局 の 工 事 設 計 書 （ 申 請 ・ 変 更 ） の 空 中 線 の 型 式 に は 「 ダ イ ポ ー ル 」 と お 書 き く だ さ い 。

● こ の ア ン テ ナ は ア マ チ ュ ア 無 線 用 の ア ン テ ナ で す 。 こ の 用 途 以 外 、 規 格 外 、 ま た は 正 常 に 動 作 し

て い な い 状 態 で の ご 使 用 に て 発 生 し た ト ラ ブ ル に つ き ま し て は 、 責 任 を 負 い か ね ま す 。

● お 買 い 求 め い た だ い た 製 品 は 厳 重 な 品 質 管 理 の も と に 生 産 さ れ て お り ま す が 、 万 一 運 搬 中 の 事 故

等 に よ る 、 破 損 な ど が ご ざ い ま し た ら 当 社 ま で ご 連 絡 く だ さ い 。
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